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環境報告活動

　1999年に環境活動のレポートを発行して以来、毎年 

環境活動に関するレポートをまとめ、お客様や社員など、
さまざまなステークホルダーの方々へ報告しています。
2006年版は、近隣の町内会や小学校のほか、全国約500

カ所の図書館へも配布し、より多くの方々に読んでいただ
けるように努めました。
　2007年版は名称をCSRレポートに改め、グループ全体
で取り組んでいる「環境」や「社会」など、それぞれの側面
についての活動を掲載しています。さらに、企業の社会的
責任を重視し、お客様とのかかわり、社員とのかかわり、
社会とのかかわりについて幅広く掲載しました。
　ホームページにおいても横河電機、横河マニュファクチャ
リングでは、YOKOGAWAの環境への取り組みを紹介 

しています。

2006年版社会・環境報告書に対する反応

　2006年版社会・環境報告書について、社外の方および
社員から多くの貴重なご意見をいただきました。まとめた
結果を報告します。（5点満点での平均点）

2007年版のCSRレポート作成に際し、いただきました 

ご意見を出来る限り反映しました。今後もさらに改善を 

重ねていきます。

環境活動のWebアドレス（日本語）
http://www.yokogawa.co.jp/eco/eco-toppage-jp.htm

環境活動のWebアドレス（英語）
http://www.yokogawa.com/eco/eco-toppage-en.htm

横河マニュファクチャリング環境活動のWebアドレス（日本語）
http://www.yokogawa.com/jp-ymg/corp/eco/eco-info.htm

その他コミュニケーション活動

　2006年度も「セミコン・ジャパン2006」、「計測展2006 

OSAKA」など、多くの展示会に環境調和型製品や環境 

ソリューション関連製品を出展、お客様にアピールしました。
また、武蔵野市環境市民会議や（社）日本電気計測器工業
会（JEMIMA）の環境グリーン委員会、（社）電子情報技術
産業協会（JEITA）
の環境・安全総合
委員会など、人材
交流を積極的に
展開しました。

さまざまな方法で取り組むコミュニケーション活動
YOKOGAWAでは環境報告書を中心として多様なコミュニケーション活動を展開しています。
集めた情報を自分たちの活動へフィードバックしています。

計測展2006 OSAKA

2004年 2005年 2006年

○内容の分かりやすさ 3.8 3.9 4.1

○知りたいことの掲載状況 3.9 3.8 3.9

○環境保全への取り組み状況 4.3 4.3 4.3

○全体の感想 4.0 4.0 4.1

■ いただいたご意見（同様意見の多いもの）

○タイトル、色分けの見出しが分かりやすい。

○環境の取り組みが良く分かった。

○図や写真などによる説明が欲しい。
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1971年  公害防止組織設置
1974年 7月 都条例に適合する廃液除害施設の設置
1987年 5月 環境アセスメントへの取り組み開始
1989年 10月 フロン委員会発足
1991年 4月 地球環境保全推進室の新設
 8月 「地球を守ろう」キャンペーン始まる
1993年 2月 地球環境委員会発足、環境担当役員決定
 7月 環境ボランタリープラン制定
1994年 8月 環境ボランタリープラン 1993年度活動成果報告
 12月 洗浄用特定フロン・トリクロロエタン全廃完了
1995年 6月 環境ボランタリープランをISO14001のプランに吸収
1996年 3月 環境マネジメント基本規程（環境社規）制定
 5月 横河電機本社・工場、甲府事業所（現横河マニュファクチャリング甲府 
  工場）、小峰工場（現横河マニュファクチャリング小峰工場）の地球環境 
  委員会発足
  横河電機本社・工場に防災型太陽光発電装置設置／武蔵野市と防災 
  協定を締結
1997年 7月 甲府事業所（現横河マニュファクチャリング甲府工場）ISO14001認証
  取得
1998年 2月 横河電機本社・工場、小峰工場（現横河マニュファクチャリング小峰工場）
  ISO14001認証取得
 5月 横河電機本社・工場新本館にコジェネレーション発電システム
  （585kW2基）導入
 6月 YOKOGAWA環境カタログ発刊
1999年 9月 「環境報告書1999」発刊、環境会計を導入・開示
 11月 環境ラベル（タイプII）導入
2000年 8月 不特定顧客への納品に対応した国内初の「通いコンテナ」を採用
 9月 「環境報告書2000」発刊、第三者検証を導入
 11月 日中3E（エネルギー、環境、経済）研究院プロジェクトの環境会計
  モデルに蘇州横河電表有限公司が参画
2001年 3月 YOKOGAWAグループ環境マネジメント基本規程を制定
 7月 「環境報告書2001」発刊
 9月 ISO14001 3サイト統合認証
 11月 甲府事業所（現横河マニュファクチャリング甲府工場）で埋立廃棄物
  ゼロ達成
2002年 2月 横河マニュファクチャリングあきる野事業所（現横河マニュファクチャリ
  ング小峰工場）で埋立廃棄物ゼロ達成
  甲府事業所（現横河マニュファクチャリング甲府工場）にライトスルー型
  太陽光発電装置設置
 7月 「環境報告書2002」発刊
 8月 ISO14001 4サイト統合認証
2003年 2月 送水ポンプ省エネ制御システム「エコノパイロット」が省エネ大賞「資源 
  エネルギー庁長官賞」受賞
  甲府事業所（現横河マニュファクチャリング甲府工場）経済産業省主催 
  のエネルギー管理優良工場表彰において、「関東経済産業局長賞」を 
  受賞
 3月 横河電機本社・工場、横河マニュファクチャリング小峰工場、国際 
  チャートでゼロエミッション達成
 7月 「環境報告書2003」発刊
 10月 中国・蘇州に環境に配慮した生産拠点として新会社・横河電機（蘇州） 
  有限公司の工場が竣工
2004年 3月 横河マニュファクチャリング小峰工場、甲府工場に環境に配慮した新 
  工場が竣工
 6月 「環境経営報告書2004」発刊
 8月 ISO14001統合4サイトから横河電機本社・工場分離
2005年 3月 横河マニュファクチャリング甲府工場内に省エネルギー見学コース 
  開設
 4月 国民運動「チーム・マイナス6％」に参加
 6月 「環境経営報告書2005」発刊
2006年 3月 横河マニュファクチャリング甲府工場、駒ヶ根工場でゼロエミッション 
  達成
 9月 「社会・環境報告書2006」発刊
 10月 「グリーン電力証書システム」導入
  金沢事業所が、建築デザイン分野の「ニューオフィス推進賞／  
  環境賞」、「グッドデザイン賞」を受賞

環 境 経 営 の あ ゆ み

　今年度は、昨年までの社会・環境報告書を 

改め、CSRレポートとして、より企業の社会的責任

について内容を充実させました。大きくは環境と

社会のカテゴリーに分類し、ステークホルダーごと 

の見やすさも意識した内容にしています。

　今回の特集では、ESCO事業について取り上げ 

ました。より具体的にESCO事業についてお伝え

できるよう、企画された沖縄県庁の方々をはじめ

実際に設備をご利用いただく沖縄県立北部病院

の関係者の皆様からお話を伺いました。皆様の 

ご協力によりESCO事業に向けた、お客様の期待感 

を含めた記事を掲載することができました。

　今後も、YOKOGAWAの取り組みをさらに 

幅広く報告していくとともに、さまざまなステーク

ホルダーの皆様からいただいた意見を参考に、

分かりやすく読みやすいレポートとするべく改善

をしていきたいと思います。

　本レポートをお読みいただいた皆様からの 

率直なご意見・ご感想をお待ちしています。

編集後記
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この印刷物は、有害廃液を排出しない「水なし印刷」方式を採用しています。またインキには、VOC
（揮発性有機化合物）成分フリーのインキを使用し、適切に管理された森林からの原料を含むFSC認
証紙を使用しています。
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